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Ⅲ.「嶺北（本山町・土佐町）版 生涯活躍のまち」コンセプト 

 

嶺北地域における生涯活躍のまちを創造するにあたり、当該地域の地理的・歴史的

な特徴、ならびに地域の強みや大切と考える価値を以下のコンセプトにまとめる。 

 

 

〜〜〜〜    ユメユメユメユメをををを紡紡紡紡
つむ

ぐまち、ぐまち、ぐまち、ぐまち、れいほくれいほくれいほくれいほく    〜〜〜〜    

 

ゆゆゆゆたかな暮らし。  （自然と調和した豊かな暮らしの中で） 

めめめめぐる季節。    （鮮やかな季節のうつろいを感じ） 

つつつつぎの世代につなぐ。（人を育て） 

むむむむかしと今をむすぶ。（伝統を受け継ぎながら） 

ぐぐぐぐるりとめぐる結。 （人々が助け合って暮らしている） 

 

 

 

嶺北らしさを語る際のキーワードに、「自然」、「人とのつながり」、「繋ぐ・結

ぶ」、「〇〇し合う」、「結」などが挙げられる。そのような地域の価値を「紡ぐ」

という言葉で捉える。 

「紡（つむ）ぐ」の語意は、広辞苑によると「綿または繭 (まゆ) を糸こより車にか

け、その繊維を引き出し、縒 (よ) りをかけて糸にする」とある。人と自然、人と人、

過去、現在、未来という時間軸とが互いに折り重なりあいながら、自分らしく幸せに

生き、人とのつながりのあたたかさを感じながら生きるという嶺北らしさを「紡ぐ」

という言葉に想いを託し表現している。 

 このコンセプトには、嶺北の人々が豊かな自然と巡りゆく季節の中で、人を育て助

け合いながら、伝統的な農村の暮らしを未来へつなげていこうとする気持ちを「ゆめ

つむぐ」に込めている。「ユメ紡ぐまち、れいほく」をコンセプトとして、「嶺北（本

山町・土佐町）版 生涯活躍のまち」を構想していく。 
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アクティブシニアのニーズ 

嶺北(本山町・土佐町)版 生涯活躍のまち構想イメージ図 

1移住実践者 

 本構想では、県外からＩＪＵターンした方などを指す「移住者」という一般的な呼称ではな

く、移住を「希望」している方に対して移住を「実践」した人を「移住実践者」という。 

 

 


